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昨今の金利環境の変化は、企業の借入条件や資金運用の選択に大きな影響を与えています。金利上昇を背景に、資金調達や投資判断の
考え方を見直す企業も増えています。こうした状況を踏まえ、自社における借入方針や投資判断、金融機関との取引スタンスの現状について
アンケートを実施いたしました。

金利変動の影響と金融機関との取引について

調査時期／2025年11月18日～12月3日　　調査対象企業数／1560社　　有効回答数／369社　　有効回答率／23.7％　　※四捨五入の関係で構成比の合計が100にならない場合があります。
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現在の金利水準が、貴社の資金繰りにどのような
影響を与えていますか。 Q2
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Q5
金利上昇局面における貴社の金融機関との取引スタンスに近いものを、
該当するものから選んでお答えください。　※最大2つ選択
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２０２５年度は、エネルギー価格の高止まりや為替変動に加え、仕入れ単価の上昇や最低賃金引上げが続き、多くの中小企業にとって厳しい
経営環境が続きました。加えて、海外情勢の不安定化や国内外の政策動向が業況の先行きに一層の不透明感をもたらしています。一方で、
原材料価格の高騰が続き、企業のコスト負担は依然として重くのしかかっています。こうした厳しい環境の中、２０２６年度における日本の景気
見通しや自社における売上動向等について、アンケートを実施いたしました。

２０２６年（令和８年）の経営見通し

調査時期／2025年11月18日～12月3日　　調査対象企業数／1560社　　有効回答数／379社　　有効回答率／24.3％　　※四捨五入の関係で構成比の合計が100にならない場合があります。
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貴社では、現時点で、企業間の資金決済の手段として、紙の手形・小切手を使っていますか。使っている場合はその理由を
①～⑥から、もともと使っていたがやめた場合は現在の主な決済手段を⑦～⑨から、そもそも手形・小切手自体を使って
いない場合は⑩を、最もあてはまるものを１つだけ選んでお答えください。
 

貴社では、自社の業況が上向く転換点をいつ頃に
なると見通していますか。

貴社では、２０２６年の日本の景気をどのように見通し
ていますか。

２０２６年において貴社の売上額の伸び率は、２０２５年
に比べておおよそどのくらいになると見通していま
すか。
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貴社では、２０２６年の自社の業況（景気）をどのように
見通していますか。
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金利変動に伴い、貴社ではどのような対応を行っ
ていますか。

貴社では、金利上昇局面において、資金調達につ
いてどのような方針を採用しますか。

※最大2つ選択

今後の金利動向で特に懸念している事項は何
ですか。※最大2つ選択
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金利上昇が
自社の財務内容に与える影響

金融機関からの
借入金利の引き上げ依頼

金利負担増加による
資金繰りへの影響

設備投資への影響

特に意識していない
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